
１．はじめに
勝浦川は勝浦郡と那賀郡の境，雲早山（１，４９５m）・高丸山

（１，４３８m)にその源を発し，上勝町・勝浦町・小松島市・徳

島市を貫流して紀伊水道に注ぐ，流域人口２万６千人，流域

延長４９．６km，流域面積２２４km２の県内最大の二級河川であ

る。勝浦川上流部には，本流勝浦川及び支流旭川を集水区域

とする正木ダムが昭和５２年竣工されており，高さ６７m，総貯

水量 １５０５万m３の多目的ダムで，洪水調整，河川環境の保

全，かんがい用水及び工業用水の供給並びに発電等に供され

ており勝浦川の水質にとって大きな影響を与えている（１）。

勝浦川における環境基準は，昭和４８年に上勝町正木（ダム

地点）から上流において河川 AA，上勝町正木（ダム地点）

から江田潜水橋下流潮止堰まで河川 A及び江田潜水橋下流

潮止堰から下流において海域 Bと全域が類型指定されてい

る。

徳島県では，「公共用水域及び地下水の水質の測定に関す

る計画」に基づき，勝浦川水系において環境基準点である福

原大橋（上流），飯谷橋（中流），江田潜水橋（中流），勝浦

浜橋（下流）及び打樋川樋門内側において，それぞれ水質の

常時監視測定が行われている（２）。

さらに，昭和５０年６月小松島市田浦町に上水道，水産用

水，農業用水等に利用している水域の水質状況を把握する目

的で，勝浦川水質自動測定局（以後，勝浦局という。）を設

置し，自動測定機器による２４時間連続した水質測定を，前年

度に今切川鯛浜堰上流側に設置した今切局と共に続けてきて

おり，得られた測定結果は年度ごとに環境白書等に公表し，

生活用水等の利用に際し，活用してきている。

しかし，平成１８年度末をもって勝浦局の水質自動測定を終

了するにあたり，今まで得られた測定結果の取りまとめを行

い連続測定を通して得られた勝浦川の水質の状況を考察した

ので報告する。

２．測定地点と測定項目
勝浦川における勝浦局と環境基準点，正木ダム等の位置関

係は図１のとおりである。勝浦局がある地点は，環境基準河

川 A類型に該当する地点である。自動測定装置の構成及び

測定項目を表１に示した。

自動測定結果はどの項目も１時間値として記録保存されて

おり，平成６年度より電話回線を通して当センターでリアル

タイムに水質の状況を把握することができ，さらに各項目ご

とに１日，１か月及び１年ごとの最小値，最大値及び平均値
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図１ 水質自動測定勝浦局の位置図
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等の統計処理が出来るようになっている。

３．結果と考察
今回のとりまとめ結果は，統計処理された年度ごとのデー

タに基づき項目ごとに考察した。

３－１ 水温

昭和５３年度から平成１８年度までの２９年間の年度ごとの月平

均水温を時系列に示したのが図２である。縦軸に月平均水温

（℃），横軸に月を示す。４月から始まる１年間の変化は，

どの年も８月に最高水温（頂点）を示し，１月または２月に

最低水温（谷底）を示すひとやま型のパターンを毎年繰り返

していることが分かった。最高水温は２６．７℃，最低水温は

６．６℃であり，水温差は２０．１℃見られた。近年特に平均水温

の上昇，下降等の変化も見られず，横ばいに推移している。

３－２ pH

水温と同じように得られた月平均 pHの測定結果を時系列

に並べ，年度ごとの変化を比べてみたが，明確な年間パター

ン変化は見られなかった。しかし，各年度の月ごとの月平均

pH値を求め，同様に求めた今切局の値と併せて示したのが

図３である。勝浦局の月平均 pHは７．４～７．７（平均７．５）で

あり，４，５月に若干高くなることが分かった。また，どの

月も勝浦局の方が今切局より高く０．３～０．６（平均０．５）の差

があることが分かった。なお，勝浦局における河川 A類型

の環境基準値は遵守している。

３－３ 濁度

濁度は水の濁りを示す指標のひとつで，散乱光測定法で測

定している。得られた測定結果を時系列に並べたのが図４で

ある。縦軸に月平均濁度（mg/l），横軸に年月を示す。月平

均濁度は０～６１mg/lの範囲内で出現し，全期間中の平均値

は１８．２mg/lであった。水温のような典型的な出現パターン

は見られないが，散発的に高値を示す月が見られた。濁度を

表１ 測定装置の構成及び測定項目等

稼働期間 昭和５０年６月～平成６年３月 平成６年４月～平成１９年３月

メーカー �柳本製作所 �アナテック・ヤナコ

装置の構成

採水部 採水ポンプ 採水部 採水ポンプ

総合水質自動測定装置 WPM－２０００シリーズ 総合水質自動測定装置 WPM－２００４

COD自動測定装置 COD－３型 COD自動測定装置 COD－３０５

データー集録装置 YDL－１ データー集録装置

測定項目

水温 白金抵抗法 水温 白金抵抗法

pH ガラス電極法 pH ガラス電極法

溶存酸素 隔膜ガルバニックセル 溶存酸素 隔膜酸素電極法

濁度 表面反射光測定法 濁度 透過光・散乱光比法

COD 名工試法 電気伝導度 交流二極法

COD 酸性法

図２ 勝浦局における月平均水温の年度変化

図３ 勝浦局及び今切局における pHの月変化

図４ 勝浦局における月平均濁度の年度変化
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押し上げる要因は，降雨（台風）による濁り，ダムの放流に

よる濁り，土砂くずれによる濁り，河川工事等による濁り，

事業場からの濁り等が考えられる。

測定２８年間中，月平均値の約２倍に近い３０mg/lを超えて

いるのは，合計で２２ヶ月（出現率６．５％）あり，６月に５回，

８月に４回そして４月，７月，９月及び１０月に３回ずつ出現

している。つまり６月は５．６年に一度の割で月平均濁度の

高値が出現していることになる。高値の出方も昭和５７年４～

８月及び平成２年（１９９０年）８～１０月のように連続して高値

を示した事例が見られるが，大半は散発的に高値を示してい

る。４～５ヶ月間連続して高値を持つ原因は河川改修工事等

の継続した汚染源が考えられる。また，散発的に高くなる

ケースは，台風を含む突発的な大雨や長雨による土砂の濁り

が原因であると考えられる。高値を示した日の日報（１時間

値）を確認すると，元の状況に回復するために要する時間は

数時間単位であった。

３－４ 溶存酸素（DO）

水中に溶解している酸素の量のことで，代表的な水質汚濁

状況を測る指標のひとつである。得られた測定結果を時系列

に並べたのが図５である。縦軸に月平均 DO（mg/l），横軸

に年月を示す。月平均 DOは６．２～１４．３mg/lの範囲内で出現

し，全期間中の平均値は９．６mg/lであった。勝浦局の DO基

準値は７．５mg/l以上であり基準を下回っていた月数は１９ヶ月

（出現率５．７％）であった。基準違反した事例の特徴は数ヶ

月連続して基準値を下回っていることで，例えば昭和５９年６

月から昭和６０年１月にかけて８ヶ月間連続して基準値を下

回っているケースがみられた。この間特にその他の項目に問

題となることはみられなかった。

また，平成７年９月以降環境基準値の違反事例はみられて

いない。平成８年度頃から８月が最小に，２月が最大となる

年度パターンで推移していることが分かった。このことから

DO値は水温の変動共にほぼ飽和値に達しており，清浄な河

川であることが推察される。

３－５ 化学的酸素要求量（COD）

水質汚濁の代表的指標のひとつであり，Chemical Oxygen

Demandの頭文字をとって，CODと略される。当センター

で使用している装置は，JISK０１０２に記載される過マンガン

酸カリウムによる COD測定法を全自動化したものである

が，河川については CODではなく，微生物が有機物を分解

する時に消費する酸素量を数値化した生物学的酸素要求量

（BOD）による環境基準が設定されているため，環境基準

達成・未達成等の検討はできない。得られた測定結果を時系

列に並べたのが図６である。縦軸に月平均 COD（mg/l），

横軸に年月を示す。月平均 CODは＜０．５～３．１mg/lの範囲

内で出現し，全期間中の平均値は１．０mg/lであった。特に平

成８年度以降ほぼ横ばいで推移し，安定した水質であること

が推察される。

３－６ 電気伝導度（EC）

電気の通りやすさを表す尺度で，電気抵抗の逆数で表す。

平成６年度の機器更新から新たに追加された項目である。平

成６年以降に得られた測定結果を時系列に並べたのが図７で

ある。縦軸に月平均 EC（μS/cm），横軸に年月を示す。月

平均 ECは７７～１３０μS/cmの範囲内で出現し，全期間中の平

均値は１００μS/cmであった。一般的な目安として河川の EC

は，上流で５０～１００μS/cm，下流で２００～４００μS/cm程度とさ

れており（３），勝浦局は上流域にみられる清浄な河川であるこ

とが推察される。

図５ 勝浦局における月平均 DOの年度変化 図７ 勝浦局における月平均 ECの年度変化

図６ 勝浦局における月平均 CODの年度変化
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４．ま と め
昭和５０年６月に稼働を始めた勝浦川自動水質測定局は平成

１８年末をもってその測定を休止した。３１年間の長期に亘って

勝浦川の水質を監視してきた。毎年度ごとの測定報告は環境

白書等に公表されているので参考にして欲しい。
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